
 
 

平 成 十 二 年 建 設 省 告 示 第 千 四 百 四 十 六 号 改 正 案 新 旧 対 照 条 文                                  （ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ） 

改 正 （ パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト ） 案 現   行   告   示 
 建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 一 号 ） 第 三 十 七 条 の 規 定 に 基 づ き 、 建 築

物 の 基 礎 、 主 要 構 造 部 等 に 使 用 す る 建 築 材 料 並 び に こ れ ら の 建 築 材 料 が 適 合 す べ

き 日 本 工 業 規 格 又 は 日 本 農 林 規 格 及 び 品 質 に 関 す る 技 術 的 基 準 を 次 の よ う に 定 め

る 。 

建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 一 号 ） 第 三 十 七 条 の 規 定 に 基 づ き 、 建 築

物 の 基 礎 、 主 要 構 造 部 等 に 使 用 す る 建 築 材 料 並 び に こ れ ら の 建 築 材 料 が 適 合 す べ

き 日 本 工 業 規 格 又 は 日 本 農 林 規 格 及 び 品 質 に 関 す る 技 術 的 基 準 を 次 の よ う に 定 め

る 。 

  

建 築 物 の 基 礎 、 主 要 構 造 部 等 に 使 用 す る 建 築 材 料 並 び に こ れ ら の 建

築 材 料 が 適 合 す べ き 日 本 工 業 規 格 又 は 日 本 農 林 規 格 及 び 品 質 に 関 す

る 技 術 的 基 準 を 定 め る 件 

建 築 物 の 基 礎 、 主 要 構 造 部 等 に 使 用 す る 建 築 材 料 並 び に こ れ ら の 建

築 材 料 が 適 合 す べ き 日 本 工 業 規 格 又 は 日 本 農 林 規 格 及 び 品 質 に 関 す

る 技 術 的 基 準 を 定 め る 件 

  

第 一 建 築 基 準 法 （ 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 三 十 七 条 の 建 築 物 の 基 礎 、 主 要 構 造

部 そ の 他 安 全 上 、 防 火 上 又 は 衛 生 上 重 要 で あ る 部 分 に 使 用 す る 建 築 材 料 で 同 条

第 一 号 又 は 第 二 号 の い ず れ か に 該 当 す べ き も の は 、 次 に 掲 げ る も の と す る 。 た

だ し 、 建 築 基 準 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 百 三 十 八 号 。 以 下 「 令 」 と い

う 。 ） 第 三 十 六 条 第 二 項 第 三 号 若 し く は 同 条 第 四 項 の 規 定 を 適 用 す る 建 築 物 又

は 法 第 八 十 五 条 第 四 項 に 規 定 す る 仮 設 建 築 物 に 用 い る 建 築 材 料 （ 構 造 耐 力 上 主

要 な 部 分 と し て 用 い る も の の う ち 別 表 第 二 （ 品 質 基 準 及 び そ の 測 定 方 法 等 ） に

規 定 す る 品 質 基 準 又 は こ れ と 同 等 以 上 に 建 築 物 の 構 造 耐 力 上 の 安 全 を 確 か め る

こ と の で き る 性 能 の 基 準 値 が 確 か め ら れ た も の で 、 安 全 上 、 防 火 上 及 び 衛 生 上

支 障 の な い こ と が 確 か め ら れ た も の に 限 る 。 ） に あ っ て は 、 こ の 限 り で な い 。

第 一 建 築 基 準 法 （ 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 三 十 七 条 の 建 築 物 の 基 礎 、 主 要 構 造

部 そ の 他 安 全 上 、 防 火 上 又 は 衛 生 上 重 要 で あ る 部 分 に 使 用 す る 建 築 材 料 で 同 条

第 一 号 又 は 第 二 号 の い ず れ か に 該 当 す べ き も の は 、 次 に 掲 げ る も の と す る 。 

一 ～ 十 九 略 一 ～ 十 九 略 

第 二 略 第 二 法 第 三 十 七 条 第 一 号 の 日 本 工 業 規 格 又 は 日 本 農 林 規 格 は 、 別 表 第 一 ・ 欄 に

掲 げ る 建 築 材 料 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 同 表 ・ 欄 に 掲 げ る も の と す る 。 

第 三 略 第 三 法 第 三 十 七 条 第 二 号 の 品 質 に 関 す る 技 術 的 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。 



 
 

一 ～ 六 略 一 ～ 六 略 
２ 略 ２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 製 品 の 品 質 保 証 の 確 保 及 び 国 際 取 引 の 円 滑 化 に 資

す る と 認 め ら れ る 場 合 は 、 次 に 定 め る 基 準 に よ る こ と が で き る 。 

一 製 造 設 備 、 検 査 設 備 、 検 査 方 法 、 品 質 管 理 方 法 そ の 他 品 質 保 持 に 必 要 な 技

術 的 生 産 条 件 が 、 日 本 工 業 規 格 Ｑ 九 〇 〇 一 （ 品 質 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム ― 要

求 事 項 ） ― 二 〇 〇 〇 の 規 定 に 適 合 し て い る こ と 。 

一 製 造 設 備 、 検 査 設 備 、 検 査 方 法 、 品 質 管 理 方 法 そ の 他 品 質 保 持 に 必 要 な 技

術 的 生 産 条 件 が 、 日 本 工 業 規 格 Ｚ 九 九 〇 二 （ 品 質 シ ス テ ム ― 製 造 、 据 付 け 及

び 付 帯 サ ― ビ ス に お け る 品 質 保 証 モ デ ル ） ― 一 九 九 八 の 規 定 に 適 合 し て い る

こ と 。 

二 ・ 三 略 二 ・ 三 略 

  

別 表 第 一 別 表 第 一 

 (い
)

 (ろ
)

 (い
)

 (ろ
)

  

 第 一 第 一

号 に 掲 げ

る 建 築 材

料 

日 本 工 業 規 格 （ 以 下 「 Ｊ Ｉ Ｓ 」 と い う 。 ） Ａ 五 五 二 五 （ 鋼 管 ぐ

い ） ― 一 九 九 四 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ 五 五 二 六 （ Ｈ 形 鋼 ぐ い ） ― 一 九 九

四 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｅ 一 一 〇 一 （ 普 通 レ ー ル 及 び 分 岐 器 類 用 特 殊 レ ー

ル ） ― 二 〇 〇 一 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｅ 一 一 〇 三 （ 軽 レ ー ル ） ― 一 九 九 三

、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 一 〇 一 （ 一 般 構 造 用 圧 延 鋼 材 ） ― 一 九 九 五 、 Ｊ

Ｉ Ｓ Ｇ 三 一 〇 六 （ 溶 接 構 造 用 圧 延 鋼 材 ） ― 一 九 九 九 、 Ｊ Ｉ Ｓ
 Ｇ 三 一 一 四 （ 溶 接 構 造 用 耐 候 性 熱 間 圧 延 鋼 材 ） ― 一 九 九 三 、

Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 一 三 六 （ 建 築 構 造 用 圧 延 鋼 材 ） ― 一 九 九 四 、 Ｊ Ｉ

Ｓ Ｇ 三 一 三 二 （ 建 築 構 造 用 圧 延 棒 鋼 ） ― 一 九 九 六 、 Ｊ Ｉ Ｓ 

Ｇ 三 二 〇 一 （ 炭 素 鋼 鍛 鋼 品 ） ― 一 九 八 八 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 三 〇 二

（ 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 及 び 鋼 帯 ） ― 一 九 九 八 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 三

一 二 （ 塗 装 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 及 び 鋼 帯 ） ― 一 九 九 四 、 Ｊ Ｉ Ｓ

 Ｇ 三 三 二 一 （ 溶 融 五 十 五 ％ ア ル ミ ニ ウ ム ― 亜 鉛 合 金 め っ き 鋼

板 及 び 鋼 帯 ） ― 一 九 九 八 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 三 二 二 （ 塗 装 溶 融 五 十

第 一 第 一

号 に 掲 げ

る 建 築 材

料 

日 本 工 業 規 格 （ 以 下 「 Ｊ Ｉ Ｓ 」 と い う 。 ） Ａ 五 五 二 五 （ 鋼 管 ぐ

い ） ― 一 九 九 四 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ 五 五 二 六 （ Ｈ 形 鋼 ぐ い ） ― 一 九 九

四 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｅ 一 一 〇 一 （ 普 通 レ ー ル 及 び 分 岐 器 類 用 特 殊 レ ー

ル ） ― 二 〇 〇 一 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｅ 一 一 〇 三 （ 軽 レ ー ル ） ― 一 九 九 三

、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 一 〇 一 （ 一 般 構 造 用 圧 延 鋼 材 ） ― 一 九 九 五 、 Ｊ

Ｉ Ｓ Ｇ 三 一 〇 六 （ 溶 接 構 造 用 圧 延 鋼 材 ） ― 一 九 九 九 、 Ｊ Ｉ Ｓ

 Ｇ 三 一 一 四 （ 溶 接 構 造 用 耐 候 性 熱 間 圧 延 鋼 材 ） ― 一 九 九 三 、

Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 一 三 六 （ 建 築 構 造 用 圧 延 鋼 材 ） ― 一 九 九 四 、 Ｊ Ｉ

Ｓ Ｇ 三 一 三 二 （ 建 築 構 造 用 圧 延 棒 鋼 ） ― 一 九 九 六 、 Ｊ Ｉ Ｓ 

Ｇ 三 三 〇 二 （ 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 及 び 鋼 帯 ） ― 一 九 九 八 、 Ｊ Ｉ

Ｓ Ｇ 三 三 一 二 （ 塗 装 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 及 び 鋼 帯 ） ― 一 九 九

四 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 三 二 一 （ 溶 融 五 十 五 ％ ア ル ミ ニ ウ ム ― 亜 鉛 合

金 め っ き 鋼 板 及 び 鋼 帯 ） ― 一 九 九 八 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 三 二 二 （ 塗

装 溶 融 五 十 五 ％ ア ル ミ ニ ウ ム ― 亜 鉛 合 金 め っ き 鋼 板 及 び 鋼 帯 ）

 



 
 

五 ％ ア ル ミ ニ ウ ム ― 亜 鉛 合 金 め っ き 鋼 板 及 び 鋼 帯 ） ― 一 九 九 八

、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 三 五 〇 （ 一 般 構 造 用 軽 量 形 鋼 ） ― 一 九 八 七 、 Ｊ

Ｉ Ｓ Ｇ 三 三 五 二 （ デ ッ キ プ レ ー ト ） ― 二 〇 〇 三 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ

三 三 五 三 （ 一 般 構 造 用 溶 接 軽 量H形 鋼 ） ― 一 九 九 〇 、 Ｊ Ｉ Ｓ 
Ｇ 三 四 四 四 （ 一 般 構 造 用 炭 素 鋼 管 ） ― 一 九 九 四 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三

四 六 六 （ 一 般 構 造 用 角 形 鋼 管 ） ― 一 九 八 八 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 四 七

五 （ 建 築 構 造 用 炭 素 鋼 管 ） ― 一 九 九 六 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 四 〇 五 一 （

機 械 構 造 用 炭 素 鋼 鋼 材 ） ― 一 九 七 九 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 四 〇 五 三 （ 機

械 構 造 用 合 金 鋼 鋼 材 ） ― 二 〇 〇 三 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 四 三 二 一 （ 建 築

構 造 用 ス テ ン レ ス 鋼 材 ） ― 二 〇 〇 〇 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 五 一 〇 一 （ 炭

素 鋼 鋳 鋼 品 ） ― 一 九 九 一 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 五 一 〇 二 （ 溶 接 構 造 用 鋳

鋼 品 ） ― 一 九 九 一 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 五 一 一 一 （ 構 造 用 高 張 力 炭 素 鋼

及 び 低 合 金 鋳 鋼 品 ） ― 一 九 九 一 又 は Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 五 二 〇 一 （ 溶 接

構 造 用 遠 心 力 鋳 鋼 管 ） ― 一 九 九 一 

― 一 九 九 八 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 三 五 〇 （ 一 般 構 造 用 軽 量 形 鋼 ） ― 一

九 八 七 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 三 五 二 （ デ ッ キ プ レ ー ト ） ― 二 〇 〇 三 、

Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 三 五 三 （ 一 般 構 造 用 溶 接 軽 量H形 鋼 ） ― 一 九 九 〇

、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 三 四 四 四 （ 一 般 構 造 用 炭 素 鋼 管 ） ― 一 九 九 四 、 Ｊ

Ｉ Ｓ Ｇ 三 四 六 六 （ 一 般 構 造 用 角 形 鋼 管 ） ― 一 九 八 八 、 Ｊ Ｉ Ｓ

 Ｇ 三 四 七 五 （ 建 築 構 造 用 炭 素 鋼 管 ） ― 一 九 九 六 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ

四 三 二 一 （ 建 築 構 造 用 ス テ ン レ ス 鋼 材 ） ― 二 〇 〇 〇 、 Ｊ Ｉ Ｓ 

Ｇ 五 一 〇 一 （ 炭 素 鋼 鋳 鋼 品 ） ― 一 九 九 一 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 五 一 〇 二

（ 溶 接 構 造 用 鋳 鋼 品 ） ― 一 九 九 一 又 は Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ 五 二 〇 一 （ 溶

接 構 造 用 遠 心 力 鋳 鋼 管 ） ― 一 九 九 一 

 略 略 略 略  

  

別 表 第 二 別 表 第 二 

 (い
)

 (ろ
)

 (は
)

 (い
)

 (ろ
)

 (は
)

  

 建 築 材 料

の 区 分 

品 質 基 準 測 定 方 法 等 

建 築 材 料

の 区 分 

品 質 基 準 測 定 方 法 等 
 

 略 略 略 略 略 略  

 第 一 第 十 一 ・ 二 略 一 ・ 二 略 第 一 第 十 一 ・ 二 略 一 ・ 二 略  

 八 号 に 掲

げ る 建 築

三 膜 材 料 に

あ っ て は 、

三 布 目 曲 が り の 測 定 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｌ 一 〇 九 六

（ 一 般 織 物 試 験 方 法 ） ― 一 九 九 九 に よ り 当 該

八 号 に 掲

げ る 建 築

三 膜 材 料 に

あ っ て は 、

三 布 目 曲 が り の 測 定 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ Ｌ 一 〇 九 六

（ 一 般 織 物 試 験 方 法 ） ― 一 九 九 九 に よ り 当 該

 



 
 

材 料 布 目 曲 が り

の 基 準 値 が

定 め ら れ て

い る こ と 。

膜 材 料 の 三 百 ミ リ メ ー ト ル 以 上 の 間 隔 を お い

た 五 箇 所 以 上 に つ い て 測 定 す る か 又 は 膜 材 料

の 品 質 に 応 じ て こ れ と 同 等 以 上 に 布 目 曲 が り

を 測 定 で き る 方 法 に よ る こ と 。 

材 料 布 目 曲 が り

の 基 準 値 が

定 め ら れ て

い る こ と 。

膜 材 料 等 の 三 百 ミ リ メ ー ト ル 以 上 の 間 隔 を お

い た 五 箇 所 以 上 に つ い て 測 定 す る か 又 は 膜 材

料 等 の 品 質 に 応 じ て こ れ と 同 等 以 上 に 布 目 曲

が り を 測 定 で き る 方 法 に よ る こ と 。 

  四 ～ 六 略 四 ～ 六 略  四 ～ 六 略 四 ～ 六 略  

  七 略  七 略  

  イ 略  イ 略  

  ロ 略  ロ 略  

  (1
)  略  (1
)  略  

  

七 膜 材 料 に

あ っ て は 、

た て 糸 方 向

及 び よ こ 糸

方 向 の 引 張

ク リ ー プ に

よ る 伸 び 率

の 基 準 値 が

定 め ら れ て

い る こ と 。

(2
)  温 度 摂 氏 六 十 度 （ 基 布 に ガ ラ ス 繊 維 を

用 い 、 か つ 、 コ ー テ ィ ン グ 材 に 四 ふ っ 化

エ チ レ ン 樹 脂 、 四 ふ っ 化 エ チ レ ン パ ー フ

ル オ ロ ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル 共 重 合 樹

脂 又 は 四 ふ っ 化 エ チ レ ン ― 六 ふ っ 化 プ ロ

ピ レ ン 共 重 合 樹 脂 を 用 い る 場 合 に あ っ て

は 、 摂 氏 百 五 十 度 ） 雰 囲 気 内 で た て 糸 方

向 及 び よ こ 糸 方 向 の 引 張 強 さ の 基 準 値 の

十 分 の 一 以 上 の 荷 重 で 六 時 間 の 載 荷 を 行

う こ と 。 

 

七 膜 材 料 に

あ っ て は 、

た て 糸 方 向

及 び よ こ 糸

方 向 の 引 張

ク リ ー プ に

よ る 伸 び 率

の 基 準 値 が

定 め ら れ て

い る こ と 。

(2
)  温 度 摂 氏 百 五 十 度 （ 基 布 に ガ ラ ス 繊 維

を 用 い な い 場 合 に あ っ て は 、 摂 氏 六 十 度

） 雰 囲 気 内 で た て 糸 方 向 及 び よ こ 糸 方 向

の 引 張 強 さ の 基 準 値 の 十 分 の 一 以 上 の 荷

重 で 六 時 間 の 載 荷 を 行 う こ と 。 

 

   ハ ・ ニ 略   ハ ・ ニ 略  

  八 ～ 十 略 八 ～ 十 略  八 ～ 十 略 八 ～ 十 略  

  十 一 略   十 一 略   

 略 略 略 略 略 略  

  



 
 

別 表 第 三 略 別 表 第 三 略 

  

 


